


金子 広美 選手
宮城県出身、福島・白河二高卒、現在四日市市在住。
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自転車ロードレースとはどんな競技ですか？
自転車で、マラソンのように長距離を走ったあとに、最後は
100メートル走のようなスピード勝負になることもある競技
です。東京オリンピックでは女子は１日で147キロメートル
のコースを走ります。個人の順位で勝敗が決まりますが、チー
ムで戦う競技でもあります。同じ国の選手同士でお互いにサ
ポートしながら戦います。

自転車ロードレースを始め
たきっかけは？
ロードレースを始めたのは28歳
のころです。結婚して、夫が趣味で
自転車に乗っていたことに影響を
受けて私も始めました。

自転車ロードレースを通して学んだことはありますか？
人として、苦しいことを乗り越えていくことの大切さを学び
ました。自分の立てた目標に対して、時には無理だと思うこと
もありましたが、色々な方法で諦めずにひとつずつ、近道をせ
ずにこなしてきました。少しずつ積み重ねた事で、辿り着けな
いと思った目標を達成した事は何度もあります。そこで得た
経験は、色々な事にもつながると思っています。

選手として活動をされていく中で難しいと思うこと
はありますか？
練習をすることはとても大切ですが、やりすぎもよくありま
せん。大事なレースに向けてベストな状態にしていくために、
休憩を入れたり、練習量を工夫する調整が難しいですね。

自転車ロードレースをする上で大切なことはなんで
すか？
レース中に周りをよく観察する力が大切だと思います。レー
ス中は、今は誰がどういった動きをしているのか、誰が強いの

か、誰が疲れてきているのか、このスピードアップは抜け出す
ためなのか、単なる揺さぶりなのかを判断してレースを戦っ
ているからです。

小中学生のころはどんな子どもでしたか？
ひかえめな、おとなしい子どもだったと思います。マラソンが
好きで頑張っていました！

四日市の印象を教えてください！
2011年5月から四日市に住んでいます。
四日市には海も山もあってすごくいい
ところだと気がつきました。水沢の茶畑
はながめがすごく良いので気に入って
います。

東京オリンピックへの意気込みをお願いします。
今まですごく辛く苦しい練習をして頑張ってきたので、その
成果を発揮できたらいいなと思います。

金子選手のこれからの夢や目標をお聞かせください。
今までやったことが無いことにもまだまだ挑戦していきたい
と思います。

四日市の子どもたちへメッセージをお願いします。
自分には無理だと思わずに、いろん
なことにどんどんチャレンジして
ください。できない理由はいっぱい
あるかも知れません。でも、できる
方法だってきっと必ずあると思い
ます。結果はあまり気にせずに、
チャレンジできた自分をほめてあ
げてください。
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東京オリンピック 自転車女子ロードレース代表  金子 広美さんにお話を聞きました。
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四日市ゆかりの人に聞きました
よっ か きひといち





　今回、ルポ漫画で浄化センターを取り上げました。浄化
センターでは汚水をきれいにするだけでなく、汚水から
分けられた泥を脱水して焼却し、セメントの材料などとして
再利用できるようにしているそうです。広い施設の中には、
わたしたちの暮らしを支える工夫がたくさんつまっている
んだなと思いました。
　また、お仕事教えてでは、東京オリンピック 自転車女子
ロードレース代表の金子選手にインタビューをしました。そ
の中で、「結果はあまり気にせずに、チャレンジできた自分を
ほめてあげてください。」という言葉が印象に残りました。
新年度がスタートしてもうすぐ２か月になります。環境が変
わって、新しいことにチャレンジしようとしている人もたく
さんいると思います。失敗を怖がらず、いろ
いろなことにチャレンジしてみましょう。
　今年もこども広報ではみなさんからのた
くさんの投稿をお待ちしております!
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